










東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
1 ．はじめに
筆者は東北大学の全学教育において，2016年度に 1













2016年度から2018年度までの 3 年間で 5 科目の基礎ゼ










































































































































































































 1 担当した基礎ゼミシラバス(2016-2017) 
─  489  ─











































































































































































































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
表2-2　2017就職活動について考える アンケート結果
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4号 2018 


















































































































































































































































































































































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
表2-4　基礎ゼミアンケート結果　総計
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4号 2018 














































































































































































































































































































約 1 年半の間に基礎ゼミ等を計 6 科目担当するとい
う経験の中で，各々の学生と交流を持つ内に，ゼミと
いう少人数形式の授業における教員と学生の関係を何
らかの方法で客観的に捉えたいと考えるようになっ
た．その方法として授業評価アンケートを活用し，相
関性を発見しようという発想は，冒頭に記載した通り
決して珍しいことではない．
本報告においては，先ずは学務審議会教育情報・評
価改善委員会作成のアンケートの分析から，基礎ゼミ
等における「総合評価」や「新しい知識や技能の習得」
に効果的な要素は何かを知ることを目標とした．結果
は「授業内容が系統的に良く整理されている」ことや
「説明の分かりやすさ」の相関性が高かったが，筆者
の授業に関していえば，前者の「比較的授業内容が系
統的に整理されているかどうか」についての改善が課
題であることが分かった．
また学生からのヒアリングでは，アンケートの項目
の他に授業に対して「教室の環境」という，一見授業
内容や教員の素質とは無関係な要素が重要であった．
また教員に対しては，プレゼンテーションやシラバス
の重要性と共に「時間内に講義を終了する」ことや「講
師の体験談を活用する」ことが求められていると判明
した．特に学生からの教員の体験談に対する需要の高
さについては，想定していた以上であると共に更なる
供給を望む声が多いことが判明した．
学生の数が多い場合，アンケートは事務的な煩雑さ
や時間がかかるという問題があるが，学生の授業評価
によるメリットは分析やヒアリングにより得られた情
報を今後の授業に活かしていく為には大変有効なツー
ルである．できれば担当した各授業の相関関係を分析
できる様に，回答の匿名性を担保した上で，個別の学
生の回答状況のデータがもらえるとありがたい．
最後に，本稿を執筆するにあたり東北大学高等教育
開発推進センターや高度教養教育・学生支援機構にお
ける多くの教員，担当した基礎ゼミの受講生のうちヒ
アリングに協力して下さった学生への惜しみないご協
力に対して，心から感謝の意を表する．
─  498  ─
大橋 達郎・基礎ゼミにおける意欲的な取り組みのための要素
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